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廃棄物行政担当者・排出事業者・廃棄物処理業者必携 !!

著者は、BUNさんこと長岡文明氏。「産廃アカデミー（環境省）」の講師など年間100回近い講演等を
行う廃棄物処理法の伝道師

【仕様・体裁】B5判・本文108頁
定価1,980円（税込）

はじめに
廃棄物の処理に当たっては、廃棄物処理法において許可制度が採用されている。「許可」とは「禁止行為の解
除である」といわれており、通常は禁止されている行為について、「あなただけ特別にやっていいよ」という例
外的な制度である。通常であれば禁止されている
行為なので、当然、それを許可される人物は一定
の知識や施設が求められることになる。ところが、
その許可制度を採用しているにもかかわらず、「許
可不要」と規定している例外の例外が存在する。
廃棄物処理法がスタートした昭和46年の時点で
は次の系統図のとおり、極めてシンプルなもので
あった。

私が初めて廃棄物処理法の「許可不要制度」に興味を持ったのは、各種リサ
イクル法が誕生しつつあった20世紀末頃であった。以降、今日まで各種リサ
イクル法をはじめ大臣認定制度、省令規定等増加の一途を辿り、今や表紙にあ
るような複雑怪奇に入り組み、一朝一夕には理解困難な状態になってしまっ
た。理解困難な状態ではあるものの、無許可は廃棄物処理法では不法投棄と並
んで、一番刑罰が重い違反であり、「許可が要らない」と思っての行為が、本
当は許可が必要であったとなると、最高刑懲役5年となる。
したがって、廃棄物処理に携わる処理業者はもとより、委託を行う排出事業
者、許可や許可取消しを行う行政担当者、処理計画を策定する人も本来は「許
可不要制度」は必須の知識なのである。極めてマニアックであり、退屈な部分
もあるとは思われるが、仮想質問者のリサさんが読者の皆さんに代わり疑問を
投げかけてくれているものと思っている。
「許可不要制度」については、今までもいくつかの本にも書いてきたが、今
回、少なくとも現時点においては網羅的に取り上げられたのではないかと思っ
ている。

廃棄物処理法スタート時の業許可不要系統図
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